
福島学院大学福祉学部こども学科 アセスメント・ポリシー 

 

教育課程全体を通した学習の効果と達成状況を検証し、教育課程改善および学生の学修支援に活用する。 

授業科目レベルでは、シラバスで提示された科目ごとの到達目標達成状況を検証し、科目配置の適否、授業内容の改善に活用する。 

 

評価レベルと指針 

／時期と検証方法 

入学時・入学直後 

アドミッションポリシーを満たす 

選抜かどうかの判定 

在学中 

カリキュラムポリシーに則って学修

が進められているかどうかの評価 

卒業時・卒業後 

ディプロマポリシーを満たす人材で

あるかどうかの判定 

 

教育課程 

（学科） 

教育効果の有効性 

の評価 

 

・各種入学試験 

（志願者調査カードの記載内容、 

面接・小論文試験内容等） 

 

【学生による検証】 

・新入生（入学生）アンケート 

 

 

・カリキュラムツリー 

  科目配置の適正 

  年次進行により履修、資格等取得

プログラムの遂行状況 

・GPA 獲得状況 

・単位修得状況 

・進級状況 

・留年状況 

・シラバスのチェック 

 

【学外による検証】 

・外部テスト 

 （日本語検定・英語検定・就職関連

模擬試験など） 

・学外実習評価 

 （保育実習Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ、教育実習） 

 

【学生による検証】 

・履修カルテ（学修ポートフォリオ）

による学びの振り返り 

・授業評価調査（前期・後期） 

・学修行動と学生生活に関する実態

調査（卒業時アンケートを含む） 

 

・卒業要件の充足 

 （GPA・卒業研究（論文）の提出・

単位取得状況など） 

 

・保育士資格取得状況 

・幼稚園教諭一種免許状取得状況 

 

 

 

 

【学外による検証】 

・卒業生就職先アンケート 

 

 

 

 

 

【学生による検証】 

・学修行動と学生生活に関する実態

調査（卒業時アンケートを含む） 

 

授業科目 

（個々の授業） 

客観的、厳格な成績 

評価の妥当性 

 

・プレースメントテスト（1 年次） 

 ①AP に基づく入学前までの達成 

課題についてのテスト 

（入学前課題の効果測定を目的 

としたもの）・・・国語・音楽 

②習熟度別クラス編成を目的とし

たもの・・・英語・ピアノ 

 

・定期試験、ルーブリックに基づくレ

ポートなどによる各種能力の獲得

判定、単位の認定 

・シラバスに定める到達目標の達成 

・授業評価調査を活用した授業科目

の見直し 

・学外実習評価を踏まえた客観的な

成績評価 

（保育実習Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ、教育実習） 

 

 

・学修行動と学生生活に関する実態

調査（卒業時アンケートを含む） 

（学修満足度、学士力達成度） 

 

 


